
『大谷本願寺通紀』に見る時宗教団

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2016-12-19

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 古賀, 克彦

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://mu.repo.nii.ac.jp/records/346URL



『
大
谷
本
願
寺
通
紀
』
に
見
る
時
宗
教
団

Jishū School as Seen in the O
tani H

ongw
an-ji T

em
ple R

ecord

古  

賀　

克  

彦 （K
O

GA
 K

atsuhiko

）

　
　
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
一
遍
、
時
宗
、
玄
智
、
大
谷
本
願
寺
通
紀

序　

は
じ
め
に

　

近
世
江
戸
時
代
の
本
願
寺
並
び
に
真
宗
本
願
寺
教
団
の
史
的
状
況
を
記
す
『
大
谷
本
願
寺
通
紀
』
中
に
、
一
遍
と
時
宗
（
を
含

む
他
宗
）
教
団
に
関
す
る
記
述
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
事
に
詳
細
に
触
れ
た
先
行
研
究
は
、
管
見
の
限
り
無
い（

（
（

。

　

そ
こ
で
、
以
下
に
『
大
谷
本
願
寺
通
紀
』
の
該
当
箇
所
を
挙
げ
、
多
少
の
考
察
を
加
え
よ
う
と
思
う
。
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一
『
大
谷
本
願
寺
通
紀
』
の
書
誌

　

近
世
江
戸
時
代
の
本
願
寺
派
学
僧
、
京
都
西
六
条
慶
証
寺
玄
智
景
耀
著
『
大
谷
本
願
寺
通
紀
』
は
、
新
編
真
宗
全
書
刊
行
会

［
編
］『
新
編
真
宗
全
書
』
史
伝
編
六
（
思
文
閣
、
一
九
七
六
年
）
の
「
著
者
内
容
」
に
、

宗
祖
親
鸞
か
ら
第
十
七
世
法
如
に
い
た
る
史
実
を
編
年
体
に
纂
集
し
た
の
を
初
め
と
し
て
、
宗
家
出
身
の
諸
師
・
宗
祖
の
門

弟
・
近
世
の
学
侶
、
本
山
並
に
大
谷
廟
堂
や
諸
別
院
の
殿
堂
・
沿
革
、
本
山
の
重
宝
や
公
私
文
書
、
法
事
の
諸
式
、
諸
規
則

や
僧
階
位
次
、
そ
の
他
真
宗
諸
派
や
法
然
門
下
の
浄
土
諸
流
、
さ
ら
に
広
く
仏
教
各
宗
綱
紀
の
大
要
そ
の
他
を
記
述
し
て
、

本
願
寺
の
地
位
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
こ
の
中
諸
山
綱
要
は
、
そ
の
全
文
も
と
大
徳
寺
の
僧
某
の
著
述
で
、
当
時
世
に
流
布
し
て

い
た
も
の
を
収
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
）。
か
く
て
天
明
五
年
八
月
ご
ろ
一
往
稿
を
了
え
た
よ
う
で
、
同
七
年
九
月
歴
世
宗
主
伝
と

傍
附
諸
伝
と
を
刊
行
し
て
い
る
。
し
か
し
著
者
は
そ
の
後
も
し
ば
し
ば
改
訂
を
加
え
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。（
二
〜
三
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
本
願
寺
、
真
宗
諸
派
、
法
然
門
下
の
浄
土
諸
流
、
仏
教
各
宗
の
大
要
を
記
述
し
て
い
る
。

　

細
川
行
信
［
編
］『
真
宗
史
料
集
成
』
八
巻
「
寺
誌 
遺
跡
」（
同
朋
舎
、
一
九
七
四
年
）
に
載
る
「
大
谷
本
願
寺
通
紀
」
も
同
書

「
解
題
」
に
、

史
料
集
成
に
は
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
五
月
二
十
六
日
始
筆
し
、
同
年
十
一
月
十
五
日
に
脱
藁
（
巻
末
識
語
）
し
た
真
宗

全
書
所
収
本
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

と
あ
り
、
ま
た
、
同
書
は
「
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
正
月
の
大
火
に
あ
い
、
版
木
の
大
半
を
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。」
と
す
る
。

更
に
、第

十
四
巻
は
「
諸
山
綱
略
」
と
し
て
、
ひ
ろ
く
仏
教
各
宗
の
大
綱
を
集
録
し
た
も
の
で
、
目
次
に
示
す
ご
と
く
「
扶
桑
二
十
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一
本
寺
」
と
「
寺
社
府
諸
宗
分
位
」
お
よ
び
「
諸
宗
御
門
跡
」
に
つ
い
て
記
述
す
る
が
、
こ
の
う
ち
大
半
を
占
め
る
諸
山
の

概
要
は
、
玄
智
が
識
語
に
述
べ
る
通
り
『
扶
桑
二
十
一
本
寺
略
伝
』（「
扶
桑
伽
藍
紀
要
」
と
も
い
い
、
大
徳
禅
寺
編
）
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
二
十
一
本
山
は
（
中
略
）
清
浄
光
寺
（
中
略
）
で
あ
る
。（
以
上
、
二
二
〜
二
九
頁
）

と
し
て
い
る
。
こ
の
「
扶
桑
伽
藍
紀
要
」
を
復
刻
し
た
『
標注
扶
桑
伽
藍
紀
要
』
は
国
立
国
会
図
書
館
が
デ
ジ
タ
ル
資
料
化
し
て
お

り
、
居
な
が
ら
に
し
て
閲
覧
が
で
き
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
当
書
冒
頭
に
「
京
都　

大
徳
禅
寺
編
／
東
京　

田
島
象
二
標

注
」
と
あ
り
、
掉
尾
の
「
枎
桑
伽
藍
紀
要
跋
」
を
掲
げ
る
。
闕
字
も
其
儘
に
し
て
あ
る
（
以
下
、
返
り
点
等
は
省
略
し
、「
／
」
は
改

行
を
示
す
）。

摶
桑
伽
藍
紀
要
者
。
録
我　

國
二
十
一
本
寺
之
梗
概
矣
。
紀
事
約
而
不
漏
其
要
。
元
禄
癸
未
之
冬
社
釋
海
印
示
余
曰
。
玆
書

之
作
出
於
大
徳
禅
寺
。
而
未
行
梓
焉
。
是
檢　

摶
桑
諸
派
之
本
寺
之
捷
徑
也
。
乃
命
侍
史
謄
寫
以
加
再
讐
。
今
湛
裱
褙
成
冊

収
尊
徑
閣
中
云
。

時
／
正
徳
二
年
壬
辰
正
月
／
沙
門
梅
軒

明
治
十
六
年
十
一
月
十
七
日
出
版
御
届
／
同
十
七
年
十
月
十
日
出
版
／
標
注
兼

出
版
人　

東
京
府
平
民
／
田
島
象
二
／
神
田
五
軒
町
二

十
番
地

「
元
禄
癸
未
」
は
元
禄
辛
未
＝
四
年
（
一
六
九
一
）
か
元
禄
癸
酉
＝
六
年
（
一
六
九
三
）
か
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
は
確
か
に
壬

辰
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
『
真
宗
史
料
集
成
』
を
引
用
す
る
。
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二
『
大
谷
本
願
寺
通
紀
』
の
本
文
抽
出
記
事

　

で
は
、
ま
ず
以
下
に
『
大
谷
本
願
寺
通
紀
』
中
の
一
遍
・
時
宗
寺
院
関
係
語
句
が
含
ま
れ
る
項
目
を
抽
出
し
て
み
よ
う
。
併

せ
て
行
論
の
都
合
上
、
大
念
仏
宗
・
真
盛
派
の
項
目
も
挙
げ
る
。『
大
谷
本
願
寺
通
紀
』
の
引
用
に
関
し
て
の
み
、
二
字
下
げ
は

行
っ
て
い
な
い
。

（
※
以
下
、
関
連
項
目
は
太
字
で
表
記
し
、
返
り
点
等
は
省
略
す
る
。
掲
載
に
あ
た
り
レ
イ
ア
ウ
ト
も
適
宜
変
更
す
る
）

大
谷
本
願
寺
通
紀
巻
第
三

歴
世
宗
主
伝
第
三

第
十
二
宗
主
准
如
、
諱
光
昭
、
顕
宗
主
第
四
子
、
母
細
川
氏
、（
中
略
）

慶
長
三
年
（
中
略
）
八
月
（
中
略
）〔
是
月
十
八
日
、
太
閤
豊
臣
秀
吉
公
、
薨
伏
見
城
諡
曰
豊
臣

大
明
神　

明
年
嗣
子
秀
頼
公
至
右

大
臣　

於
豊
国
桜

馬
場
、
営
千
僧
供
養
堂
、
毎
年
四
月
八
月
、
各
択
十
八
日
修
仏
事
、
聖
護
院
道
澄
主
会
、
請
八
宗
僧
各
百
口
設
斎
、
宗
主
亦
率
百

僧
詣
会
、
宗
徒
始
著
七
条
法
服
、
有
唱
梵･

登
壇･
誦
偈･
称
仏･

廻
向
式
、
例
月
唯
限
一
宗
百
僧
、
輪
番
修
之
、
吾
宗
或
常
楽

寺
准慧　

顕
証
寺
顕淳　

等
為
導
師
〔
八
宗
次
序
従
開
宗
先
後
、
謂
台･

密･

律･

禅･

浄
土･

日
蓮･

時
宗･

真
宗･

次
第
、
台
密

角
争
、
更
互
為
首
真
宗
、
素
居
第
六
、
自
請
在
最
後
、
臨
時
堂
司
二
十
余
人
、
掃
清
堂
内
、
施
設
壇
場
、
視
之
諸
宗
、
頗
為
殊

遇
、
時
東
門
乞
両
門
輪
番
詣
会
、
公
府
以
唯
限
本
寺
不
聴
、
仏
光
寺
又
乞
由
一
派
本
寺
詣
会
、
以
須
従
本
願
寺
而
詣
亦
不
成
○
此

会
至
慶
長
十
九
年
八
月
十
八
日
而
罷
、
世
称
大
仏
供
養
法
事
是
也
〕（
以
下
略
）
 

（
以
上
、『
真
宗
史
料
集
成
』
八
、
三
八
〇
〜
三
八
一
頁
）
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大
谷
本
願
寺
通
紀
巻
第
六

旁
門
略
伝

【
東
本
願
寺
】（
中
略
）

祖
墳　

寛
文
十
年
庚
戌
春
、
於
祇
園
東
南
、
長
楽
寺
側
、
買
鎮
徒
（
以
下
略
） 

（
以
上
、『
真
宗
史
料
集
成
』
八
、
四
三
一
頁
）

大
谷
本
願
寺
通
紀
巻
第
九

（
中
略
）

賜
寺
地
、
移
市
姫
金
光
寺
号　

市

屋
道
場　

鴨
川
西
畔
、
以
広
其
基
、（
以
下
略
） 

（
以
上
、『
真
宗
史
料
集
成
』
八
、
四
九
四
頁
）

大
谷
本
願
寺
通
紀
巻
第
十
四

諸
山
綱
略
目
次

扶
桑
二
十
一
本
寺
附
僧
綱
弁

東
大
寺　

興
福
寺　

招
提
寺　

西
大
寺　

延
暦
寺
／
護
国
寺　

園
城
寺　

南
禅
寺　

大
徳
寺　

妙
心
寺

泉
涌
寺　

大
谷
寺　

光
明
寺　

本
願
寺　

東
本
願
寺
／
仏
光
寺　

専
修
寺　

清
浄
光
寺　

永
平
寺　

久
遠
寺
／
万
福
寺

寺
社
府
諸
宗
分
位

　

三
論
宗　

法
相
宗　

倶
舎
宗　

成
実
宗　

律
宗
／
華
厳
宗　

天
台
宗　

真
言
宗　

浄
土
宗　

臨
済
宗

　

曹
洞
宗　

浄
土
真
宗　

大
念
仏
宗　

時
宗　

日
蓮
宗
／
黄
檗
宗

 

（
中
略
）

諸
山
綱
略
緒
余
及
此
、
例
如

歴
史
有
異
域
列
伝
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扶
桑
二
十
一
本
寺
（
中
略
）

京
東
大
谷
寺　

統
浄
土
宗
鎮
西
派
（
中
略
）

又
源
空
下
有
長
楽･

九
品･

二
派
隆
寛
皆
空
、
丸
山
長

楽
寺
祖
、（
以
下
略
）
（
以
下
略
）」 

（
以
上
、『
真
宗
史
料
集
成
』
八
、
五
六
一
頁
）

相
州
清
浄
光
寺　

浄
土
宗 

別
立
一
家
、
或
曰
時
宗

西
山
派
善
慧
法
孫
智
心
、
号
一
遍
上
人
智
心
受
業
聖
達
、

聖
達
受
業
善
慧　

智
心
弟
子
真
教
、
称
他
阿
弥
陀
仏
、
世
曰
遊
行
上
人
、
真
教
創
寺
於
藤
沢
、

号
清
浄
光
寺
、
洛
七
条
金

光
寺
亦
爾　

他
阿
以
来
、
将
住
此
寺
者
、
必
遍
歴
諸
州
、
勧
人
念
仏
、
世
世
住
持
、
号
遊
行
上
人
他
阿
弥
陀
仏
、
及

当
住
下
世
、
而
還
寺
住
持
、
遊
行
具
曰
遊
行
一
遍
、
当
住
及
遊
行
上
人
、
共
著
紫
服
、
自
東
照
宮
握
国
柄
、
遊
行
到
処
乗
伝
、
公

賜
馬
五
十
疋
、
役
夫
五
十
人
為
定
或
曰
、
第
十
二
世
他
阿
尊
観
、
為
大
塔
宮

護
良
親
王
之
子
、
自
爾
賜
御
門
跡
之
号　

門
流
有
四
条
派
智
心
弟
子
真
観
浄

阿
、
住
京
四
条
金
蓮
寺　

市
屋
派
智
心
弟
子
俊
晴
作
阿
、
京

七
条
市
中
山
金
光
寺
開
祖　

奥
谷

派
智
心
弟
子
心
阿
伊
予
、

奥
谷
実
厳
寺
開
祖　

当
麻
派
後
他
阿
弟
子
内
阿
、
相

州
当
麻
無
量
光
寺
開
祖　

解
意
派
後
他
阿
弟
子
解
阿
、
常

州
海
老
島
新
善
光
寺
開
祖　

六
条
派
後
他
阿
四
世
弟
子
弥
阿
栄

尊
、
京
六
条
歓
喜
光
寺
開
祖　

等 

（
以
下
略
）

 

（
以
上
、『
真
宗
史
料
集
成
』
八
、
五
六
二
頁
）

附　

僧
綱
弁

（
中
略
）
又
承
安
以
来
、
吉
水
源
空
、
唱
浄
土
宗
、
本
出
延
暦
、
親
鸞･

日
蓮･

遊
行
之
教
、
相
次
而
興
、
並
不
出
延
暦
之
下
、

（
中
略
）
蓋
至
徳
之
世
、
招
提･

西
大･

泉
涌･

三
律
寺
、
源
空･

親
鸞･

日
蓮･

遊
行･

四
門
徒
、
其
道
隆
盛
、
枝
院
如
林
、

充
満
諸
州
、
由
此
其
教
各
立
、
不
由
五
本
寺
令
、（
中
略
）
永
禄
二
年
、
本
願
寺
為
御
門
跡
、
任
大
僧
正
、
従
爾
仏
光･

専
修･

相
次
為
御
門
跡
、
与
本
寺
鼎
立
、
慶
長
七
年
、
創
東
本
願
、（
中
略
）
而
鎮
西
以
知
恩
院
為
本
寺
、
西
山
以
光
明
為
本
寺
、
日
蓮

教
以
久
遠
為
本
寺
、
遊
行
教
以
清
浄
［
光
略
カ
］
為
本
寺
、
於
是
合
為
二
十
一
本
寺
、
曰
（
中
略
）
両
本
願･

仏
光･

専
修･

四

御
門
跡
、
知
恩･

光
明･

久
遠･

清
浄
［
光
略
カ
］･

四
精
舎
也
、（
中
略
）
親
鸞･

日
蓮･

遊
行･

三
教
、
為
扶
桑
三
新
道
也
、
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惟
仏
法
雖
分
諸
宗
、（
中
略
）

右
扶
桑
二
十
一
本
寺
略
伝
一
巻
、
於
錦
華
殿
、
借
宝
暦
癸
未
九
月
玉
峰
周
珏
所
写
本
而
書
之
、
原
本
多
写
誤
、
間
有
疎
漏
、
因

修
治
之
、
読
者
須
知

天
明
四
年
甲
辰
十
月 

釈
玄
智
景
耀
識

（
中
略
）

融
通
大
念
仏
宗

天
治
二
年
四
月
四
日
、
洛
北
大
原
山
良
忍
天
台
良
賀
弟
子
、
黒
谷
睿
空

之
師
、
大
原
来
迎
院
開
基　

感
鞍
馬
毘
沙
門
天
勧
諭
、
弘
融
通
念
仏
之
行
回
我
所
称
、
融
会
衆
人
、
衆
人
之

唱
、
又
通
于
我
、
衆
人
無
辺
、
功
亦
無
辺

　

畿
内
之
人
、
徐
信
服
之
、
而
門
人
在
嵯
峨
清
凉
寺
、
建
立
自
義
、
不
合
宗
意
、
故
稍
廃
矣
、
元
亨
元
年
十
一
月
十
六
日
一
作
康
永

元
年
四
月

十
六

日
夜　

僧
法
明
摂
州
深

江
邑
人　

感
八
幡
神
託
、
而
領
良
忍
所
施
于
男
山
之
経
像
等
、
重
弘
斯
宗
、
以
為
中
興
之
祖
、
法
明
滅
後
、
門
人
於
諸

処
、
各
立
宗
派
、
営
精
舎
、
所
謂
摂
州
住
吉
郡
平
野
荘
野
堂

町　　

融
通
大
念
仏
寺
号
大
原
山
諸

仏
護
念
院　

西
成
郡
浜
邑
源
光
寺
、
河
内
茨
田
郡
梶

邑
来
迎
寺
号
紫
雲
山
聖
衆
院
、
法

明
弟
子
西
願
誠
阿
建
之　

等
、
是
也
、
元
禄
年
中
、
大
念
仏
寺
第
四
十
六
世
大
通
以
来
、
勅
許
紫
衣
法
服
、
来
迎
寺
亦
著
紫
衣

三
才
図
会
七
十
四　

五
十
六

左　

七
十
五　

二
十
六
左

或
云
、
平
野
依
准
天
台
、
其
余
依
準
浄
土
、
又
法
明
寺
近
来
不
属
平
野
、
寛
政
元
年
五
月
、
河
内
佐
太
来
迎
寺
慈
空
、
承
光
住

慈
雲
異
計
、
依
倣
真
宗
、
密
授
口
伝
、
誘
惑
真
宗
徒
多
年
、
至
此
事
覚
、
浪
華
憲
司
謫
罰
遠
島

案
忍
公
唯
弘
融
通
之
化
耳
、
其
開
別
宗
者
、
自
法
明
始
、
猶
了
源
創
仏
光
寺
、
而
功
帰
宗
祖
也

元
文
四
年
寺
社
府
分
宗
簿
原
本
和
様
、
改
為
漢
文
、

政
府
之
書
、
亦
足
備
考

諸
宗
伝
来
（
中
略
）

大
念
仏
宗　

崇
徳
院
大
治
二
年
、
大
原
来
迎
院
良
忍
、
創
融
通
念
仏
、
自
浄
土
門
分
出
、
今
流
於
摂
州
等
開
宗
至
此
、
五

百
七
十
年
余
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時
宗　

後
宇
多
院
建
治
年
中
、
一
遍
藤
沢
遊
行

寺
開
基　

弘
興
此
宗
、
自
浄
土
門
分
出
、
今
行
于
世
開
宗
年
時
未
詳
、

凡
四
百
六
十
年
余

真
盛
派
天
台
宗

異

派　

後
土
御
門
院
文
明
十
八
年
、
江
州
山
門
坂
下
西
教
寺
真
盛
、
開
潅
頂
修
常
念
仏
、
遂
盛
一
家
、
今
流
于
伊
賀･

伊

勢･
越
前･

等
開
宗
至
此
、
三

百
二
十
六
年　
（
中
略
）

以
上
十
六
宗

○
斯
記
班
列
諸
宗
、
都
以
開
宗
前
後
定
位
、
則
大
念
仏
宜
在
浄
土
之
先
、
而
置
之
真
宗
之
後
、
又
日
蓮
宗
宜
在
時
宗
之
次
、
而
置

之
真
盛
之
後
者
、
此
与
余
例
違
、
今
案
、
先
列
八
宗
、
次
挙
浄
土
・
禅
、
以
結
十
宗
之
数
、
如
大
念
仏
、
浄
土
支
派
、
且
門
戸
微

小
、
不
足
以
加
十
宗
之
列
、
而
置
之
浄
土
之
先
、
則
有
妨
于
結
十
宗
之
数
、
又
真
宗
与
浄
土
同
家
、
且
法
化
繁
盛
、
宜
接
十
宗
、

故
置
大
念
仏
於
真
宗
之
後
也
、
真
盛
派
弘
念
仏
、
類
同
時
宗
、
故
置
之
時
宗
之
次
、
而
以
日
蓮
宗
置
于
真
盛
之
後
耳
、

 

（
以
上
、『
真
宗
史
料
集
成
』
八
、
五
六
四
〜
五
六
七
頁
）

大
谷
本
願
寺
通
紀
巻
第
十
五

吉
水
門
下
支
流

吉
水
滅
後
、
法
流
分
五
、
一
大
谷
、
二
西
山
、
三
鎮
西
、
四
長
楽
寺
、
五
九
品
寺

初
大
谷
派
（
中
略
）元
禄
七
年
鎮
西
門
下
摂
州
生
玉
沙
門
松
誉
厳
的
造
興
御
書
直
解
六
巻
、
印
布
于
世
、
第
二
八
左　

掲

吉
水
宗
派
図
、
一
聖
光
、
二
善
慧
、
三
善
心
、
四
隆
寛
、
五
長
西
、
指
善
心
所
伝
、
称
大
谷
流
儀
等

二
西
山
派
、
善
慧
証
空
所
弘
、（
中
略
）
○
又
証
空
弟
子
性
達
下
有
智
心
、
号
一
遍
、
智
心
下
有
真
教
、
号
他
阿
弥
陀
仏
、
世
称

遊
行
上
人
、
為
時
宗
開
祖

（
中
略
）

四
長
楽
寺
流
、
隆
寛
皆
空
居
洛
東
長
楽
寺
総
門
内
弘
化
、
故
称
其
流
曰
長
楽
寺
義
隆
寛
弟
子
知
慶
亦

創
鎌
倉
長
楽
寺

（
以
下
略
）

 

（
以
上
、『
真
宗
史
料
集
成
』
八
、
五
六
九
頁
）
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自
余
諸
流　

浄
土
三
国
仏
祖
伝
集
下
七右　

列
諸
義
云
、
渡
野
辺
成
覚
坊
立
一
念
義
、
長
楽
寺
隆
寛
律
師
立
多
念
義
、
聖
覚
法
印
立

説
法
義
、
薩
生
法
眼
立
三
昧
義
今
世
三
昧
聖
是

也
又
名
御
坊
聖
、　

高
野
山
明
遍
僧
都
立
道
心
義
今
世
高
野

聖
是
也　

東
大
寺
俊
乗
坊
立
勧
進
義
今
世
十
穀

聖
是
也　

三
井
寺
公

胤
僧
正
立
選
択
義
、
小
坂
親
鸞
法
橋
立
一
向
義
今
世
一
向

衆
是
也　

九
品
坊
覚
明
法
印
立
九
品
義
、
法
蓮
信
空
阿
闍
梨
立
諸
行
義
、
密
教
加

行
本
願
坊
立
本
願
義
、
悟
阿
弥
陀
仏
立
一
心
義
、
覚
阿
弥
陀
仏
立
西
方
義
、
往
生
院
念
仏
坊
立
他
力
義
、
其
後
一
遍
坊
、
他
阿
弥

陀
仏
立
遊
行
義
今
世
時

衆
是
也　

如
是
私
流
義
、
高
祖
上
人
在
世
滅
後
一
百
余
歳
之
間
甚
多
云
云
、
雖
所
叙
雑
駁
、
亦
可
以
備
考
、
蓮
宗
主

言
西
山･

鎮
西･
九
品･

長
楽
寺
之
外
衆ア
マ
タ
ニ
ワ
カ
レ
タ
リ
ト

多
分
裂
者
、
蓋
指
此
類
耳

因
縁
、
先
西
山
後
鎮
西
者
、
約
証
空･

弁
阿･

入
室
次
序
、
先
長
楽
後
九
品
者
、
約
法
義
親
疏
、
然
蓮
師
云
云
者
、
唯
従
先

短
後
長
言
便
耳
、
本
朝
僧
伝
亦
有
西
鎮
先
後
之
説
与
今
違 

（
以
上
、『
真
宗
史
料
集
成
』
八
、
五
七
〇
頁
）

（
中
略
）

長
楽
寺
派

長
楽
寺　

在
洛
東
祇
園
祠
東
丸
山
南
、
宇
多
帝
勅
願
所
、
或
云
、
桓
武
帝
延
暦
年
中
伝
教
大
師
建
之
、
近
古
廃
壊
之
後
、
一
遍
孫

弟
一
遍
為
証

空
法
孫　
　

霊
山
国
阿
、
中
興
為
時
宗
、
本
尊
安
十
一
面
観
音
、
寺
領
八
石
四
斗
、
隆
寛
嘗
在
当
寺
総
門
内
某
坊
疑
是
来

迎

坊　

弘
化
、

故
呼
其
流
称
長
楽
寺
義
、
非
隆
寛
主
斯
寺
也

伝
当
寺
境
地
古
時
稍
広
、
総
門
在
今
高
台
寺
北
面
門
辺
、
敬
重
絵
五
曰
、
長
楽
寺
慈
信
真
弟
禅
日
房
良
海
時
、
累
代
遺
跡
属

我
祖
廟
敷
地
之
域
、
敬
日･

慈
信･

両
碩
徳
書
籍
付
之
尊
老
覚
如
云
云
、
一
期
記
上
云
、
正
安
元
年
買
副
大
谷
南
敷
地
、
隆

寛
弟
子
慈
信
旧
迹
、
真
弟
良
海
相
伝
居
之
、
雖
無
沽
志
懇
望
買
得
云
云
、
考
此
等
文
、
隆
寛
所
居
今
知
恩
院
三
門
北
、
而
当

時
尚
在
長
楽
寺
総
門
内
、
隆
寛･

敬
日･

慈
信･

禅
日
、
四
世
居
之
歟
、
或
大
谷
寄
地
、
此
慈
信
旧
跡
、
不
関
于
隆
寛
歟
、

姑
俟
後
考 

（
以
上
、『
真
宗
史
料
集
成
』
八
、
五
七
三
頁
）
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吉
水
門
下
諸
弟
略
伝

（
中
略
）

○
隆
寛　

又
称
皆
空
、
或
号
無
我
、
姓
藤
原
氏
、
少
納
言
資
隆
第
三
男
也
、
初
為
範
源
嗣
法
、
列
慈
鎮
門
下
研
学
天
台
、
慧
解
優

深
、
官
至
権
律
師
、
後
帰
吉
水
受
浄
教
要
義
、
始
致
講
説
、
居
洛
東
長
楽
寺
総
門
内
某
坊
冠
舜
昌
伝
四
十
二
云
、
隆
寛
配
流
ノ
時
長
楽
寺
ノ
来
迎
房
ニ
シ

テ
最
後
ノ
別
時
念
仏
ヲ
ツ
ト
メ
ラ
ル
、
来
迎
房
即
所
居
之
処
乎　

故
指
所
弘
道
称
長
楽
寺
義
、
安
貞
元
年
七
月
由
来
山
徒
誣
告
謫
于
奥
州
、
相
州
森
西
阿
潜
以
門
弟
実
成
代
之
、
置
隆
寛
於
飯
山

在
相州　　

私
宅
、
而
敬
重
之
、
是
年
十
二
月
十
三
日
化
、
年
八
十
、
所
著
有
顕
選
択
一
念
多
念
分
別
事･

羈
中
吟･

等
、
具
家
属
、

有
三
子
、
長
曰
聖
尊
、
次
曰
聖
増
、
季
曰
慈
胤

十
巻
伝
言
隆
寛
所
造
鈔
物
凡
一
百
余
巻
、
尊
号
真
像
銘
文
作
四
明
山
権
律
師
劉
官
、
或
云
、
隆
寛
歿
于
謫
所
不
復
僧
儀
、
因

避
官
制
故
書
通
音
字
耳 

（
以
上
、『
真
宗
史
料
集
成
』
八
、
五
七
四
頁
）

西
山
胤
裔　

証
空
直
弟
合
二
十
人
（
中
略
）

〇
性
達
肥
前
藤
津
郡
八
本
木

村
原
山
知
恩
寺
開
山　

弟
子
有
竜
聖･

智
心･
号
一
遍
、
正
応
三
年

八
月
二
十
三
日
化
、　
（
中
略
）
智
心
下
有
一
阿･

真
教･

号
他
阿
世
称
遊
行
上
人
、
洛
七
条
金
光
寺
、
相
州

藤
沢
無
量
寺
開
山
、
元
応
元
年
正
月
二
十
八
日
化　

真
観･

号
浄
阿
、
居
洛
東
祗
陀
林
寺
朝
廷
賜
金
蓮
寺

号
、
暦
応
四
年
六
月
二
日
化
、
称
四
条
派
時
宗　

作
阿･
名
俊
晴
、
洛
金
光
寺

開
祖
、
世
称
市
屋
派　

心
阿･

伊
予
奥
谷
実
厳
寺

開
祖
世
称
奥
谷
派　

五
人
、
真
教
下
有
他
阿
号
中
他
阿
弥
陀

仏
、
加
賀
井
我
入
道　

阿
下

又
有
他
阿
号
後
阿
弥
陀

仏
、
俣
野
入
道　

後
陀
阿
下
有
内
阿･

相
州
当
麻
無
量
光
寺

開
祖
、
世
称
当
麻
派　

解
阿･

常
州
海
老
島
新
善
光
寺

開
祖
、
世
称
解
意
派　

王
阿･

京
五
条
新
善
光
寺
、

世
称
御
影
堂
開
祖　

沢
阿･

四
人
、
沢
阿

下
有
国
阿･

名
随
心
、
号
真
空
、
文
和
四
年
発

心
遁
世
、
居
洛
東
霊
山
正
法
寺
等　

国
阿
下
有
宣
阿･

居
洛
東

長
楽
寺　

光
英
、
英
下
有
弥
阿 

号
栄
尊
、
洛
六
条
歓
喜

光
寺
開
祖
、
世
称
六
条
派

（
中
略
）

 

（『
真
宗
史
料
集
成
』
八
、
五
八
一
頁
）

天
明
五
年
乙
巳
五
月
二
十
六
日
染
毫
、
十
一
月
十
五
日
暁
寅
／
時
脱
藁 

京
師
慶
証
寺
玄
智
景
耀　
　

謹
識

大
谷
本
願
寺
通
紀
巻
第
十
五　

大
尾 

（
以
上
、『
真
宗
史
料
集
成
』
八
、
五
八
四
頁
）
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三　

記
事
の
内
容
考
察

　

以
上
を
大
き
く
分
類
す
る
と

１　

歴
史
的
叙
述
の
中
で
時
宗
教
団
に
言
及
し
た
記
事
（
第
三
）

２　

本
願
寺
の
還
京
に
よ
り
、
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
時
宗
寺
院
に
関
す
る
記
事
（
第
九
）

３　

法
然
門
下
の
隆
寛
が
立
て
た
長
楽
寺
（
現
時
宗
寺
院
）
及
び
長
楽
寺
流
に
関
す
る
記
事
（
第
六
・
十
四
・
十
五
）

４　

時
宗
教
団
に
関
す
る
記
事
（
第
十
四
・
十
五
）

で
あ
る
。

１
の
、
所
謂
「
千
僧
供
養
」
に
関
し
て
は
、
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。

２ 

に
つ
い
て
は
、
今
井
雅
晴
［
編
］『
一
遍
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
九
年
）
の
林
譲
項
目
執
筆
「
市
屋
派
」
に
、

天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
本
願
寺
の
京
都
進
出
に
伴
い
、
豊
臣
秀
吉
の
政
策
に
よ
り
市
姫
社
と
と
も
に
鴨
川
西
畔
の
現
在

地
に
移
転
し
た
が
（『
大
谷
本
願
寺
通
記
』）（
以
下
略
。
同
書
三
七
〜
三
八
頁
）

と
あ
る
。

　

３
の
中
に
は
、
第
十
五
に
「
長
楽
寺
派
／
長
楽
寺
（
中
略
）
一
遍
孫
弟
一
遍
為
証

空
法
孫　

霊
山
国
阿
、
中
興
為
時
宗
」
と
の
記
述
も
あ

る
。「
一
遍
孫
弟
」
の
範
囲
が
曖
昧
で
は
あ
る
が
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
は
特
に
４
に
つ
い
て
採
り
挙
げ
た
い
。
再
度
記
せ
ば
、
第
十
四
で

相
州
清
浄
光
寺　

浄
土
宗 

別
立
一
家
、
或
曰
時
宗

西
山
派
善
慧
法
孫
智
心
、
号
一
遍
上
人
智
心
受
業
聖
達
、

聖
達
受
業
善
慧　

智
心
弟
子
真
教
、
称
他
阿
弥
陀
仏
、
世
曰
遊
行
上
人
、
真
教
創
寺
於
藤
沢
、
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号
清
浄
光
寺
、
洛
七
条
金

光
寺
亦
爾　

他
阿
以
来
、
将
住
此
寺
者
、
必
遍
歴
諸
州
、
勧
人
念
仏
、
世
世
住
持
、
号
遊
行
上
人
他
阿
弥
陀
仏
、
及

当
住
下
世
、
而
還
寺
住
持
、
遊
行
具
曰
遊
行
一
遍
、
当
住
及
遊
行
上
人
、
共
著
紫
服
、
自
東
照
宮
握
国
柄
、
遊
行
到
処
乗
伝
、
公

賜
馬
五
十
疋
、
役
夫
五
十
人
為
定
或
曰
、
第
十
二
世
他
阿
尊
観
、
為
大
塔

宮
護
良
親
王
之
子
、
自
爾
賜
御
門
跡
之
号　

門
流
有
四
条
派
智
心
弟
子
真
観
浄

阿
、
住
京
四
条
金
蓮
寺　

市
屋
派
智
心
弟
子
俊
晴
作
阿
、
京

七
条
市
中
山
金
光
寺
開
祖　

奥
谷
派

智
心
弟
子
心
阿
伊

予
、
奥
谷
実
厳
寺
開
祖　

当
麻
派
後
他
阿
弟
子
内
阿
、
相

州
当
麻
無
量
光
寺
開
祖　

解
意
派
後
他
阿
弟
子
解
阿
、
常

州
海
老
島
新
善
光
寺
開
祖　

六
条
派
後
他
阿
四
世
弟
子
弥
阿
栄

尊
、
京
六
条
歓
喜
光
寺
開
祖　

等
（ 

以
下
略
）

 

（
以
上
、『
真
宗
史
料
集
成
』
八
、
五
六
二
頁
）

と
あ
る
。
こ
の
箇
所
、
先
の
『
標注
扶
桑
伽
藍
紀
要
』
で
は
、
こ
う
あ
る
。
傍
線
マ
マ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

○
相
州
藤沢
清
淨
光
寺　
淨
土
別
立
一

家
或
曰
時
宗

正
中
元
年
。
遊
行
之
徒
他
阿
彌
陀
佛
、
某
所
創
。
他
阿
以
來
将
住
此
寺
者
必
遍
─
歷
諸
州
勸
人
念
佛
。
世
々
住
持
號
遊
─
行

─
上
─
人
─
他
─
阿
─
彌
─
陀
─
佛
。
及
當
住
下
世
。
彼
遊
─
行
上
─
人
、
歸
─
住
遊
行
其
曰
遊
行
一
遍
。
本
名
智
心
、
始
弘
踊

躍
念
佛
之
法
。
智
心
受
業
於
石
山
性
達
。
達
西
山
善
慧
之
徒
也
。
或
曰
清
─
淨
─
光
─
寺
十
二
世
住
持
。
他
阿
彌
陀
佛
尊
觀

大
塔
宮
護
良
親
王
之
子
。
以
故
自
爾
賜
御
門
跡
之
號
。
至
今
當
住
洎
彼
遊
行
上
人
共
着
紫
服
。
自
東
─
照
─
君
握
國
柄
。
彼

遊
行
上
人
到
處
乗
傳
。
其
公
賜
乃
馬
五
十
疋
役
夫
五
十
員
也
。

文
字
の
異
同
を
見
れ
ば
、「
遊
行
具
曰
遊
行
一
遍
」
と
「
遊
行
其
曰
遊
行
一
遍
」、「
当
住
及
遊
行
上
人
、
共
著
紫
服
」
と
「
當
住

洎
彼
遊
行
上
人
共
着
紫
服
」
で
あ
り
、
後
者
の
洎キ

は
「
オ
ヨ
ブ
」
と
訓
ず
る
の
で
同
義
で
あ
る
。

　

智
真
は
「
智
心
」
と
両
者
と
も
表
記
さ
れ
、
聖
達
は
後
者
及
び
次
の
第
十
五
で
も
「
性
達
」
で
あ
る
。「
石
山
」
と
あ
る
の
は

「
原
山
」
か
。

　

前
者
に
は
「
真
教
創
寺
於
藤
沢
、
号
清
浄
光
寺
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。

　

尊
観
は
大
塔
宮
護
良
の
子
と
あ
る
が
、
現
在
で
は
常
盤
井
恒
明
の
子
と
す
る
（
前
出
『
一
遍
辞
典
』
一
九
二
〜
五
頁
。
但
し
、
尊
観

の
項
目
中
に
重
複
記
述
あ
り
）。
村
井
康
彦･

大
山
喬
平
［
編
］『
長
楽
寺
蔵 
七
条
道
場
金
光
寺
文
書
の
研
究
』（
法
藏
館
、
二
〇
一
二
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年
）
の
史
料
編
所
収
「
二
四　

普
光
上
人
（
遊
行
三
十
二
代
他
阿
）
書
状
（
続
紙
）」
に
、

一
、
十
二
代
上
人
、
其
方
よ
り
の
系
図
無
相
違
候
、
大（

塔

（

堂
宮
よ
り
の
系
図
ハ
、
始
而
聞
候
、
後（

醍

醐

（

酉
酉
ノ
御
影
、
相
承
ノ
文
書

三
通
候
、
其
内
ニ
依
有
由
緒
、
遊
行
十
二
代
上
人
へ
令
渡
之
者
也
ト
ア
リ
、
明
鏡
に
て
候
、
後（

醍

醐

（

酉
酉
卜
十
二
代
上
人
ハ
御
い

と
こ
に
て
候
間
、
ソ
レ
モ
ユ
カ
リ
ハ
不
遁
候
、
位
之
程
少
シ
ハ
劣
り
之
様
ニ
候
へ
共
、
三
通
之
文
書
顕
然
之
上
ハ
、
と
か
く

私
ニ
ハ
か
ら
ひ
か
た
く
候
、
堅
大（

塔

（

堂
宮
ノ
御
子
ニ
ハ
無
之
候
（
同
書
七
八
頁
。
そ
の
他
、『
藤
沢
市
史
研
究
』
五
号
所
収
の
牧
野
素

山
「
七
条
文
書
」、『
長
楽
寺
千
年
』
所
収
『
遊
行
歴
代
上
人
肖
像
彫
刻
並
び
に
七
条
文
書
』
同
寺
、
一
九
八
二
年
、
及
び
京
都
国
立
博
物

館
図
録
『
特
別
陳
列　

旧
七
条
道
場
金
光
寺
開
創
七
〇
〇
年
記
念　

長
楽
寺
の
名
宝
』
二
〇
〇
〇
年
、
等
に
も
写
真
と
釈
文
掲
載
）

と
明
言
し
て
い
る
。
元
和
九
年
三
月
十
二
日
、
充
所
は
金
光
寺
第
廿
代
持（

法

爾

（

阿
弥
陀
仏
で
あ
る
。
よ
っ
て
「
以
故
自
爾
賜
御
門
跡
之

號
」
と
の
記
述
も
信
用
し
難
い
。

　

第
十
五
で
は

〇
性
達
肥
前
藤
津
郡
八
本
木

村
原
山
知
恩
寺
開
山　

弟
子
有
竜
聖･
智
心･

号
一
遍
、
正
応
三
年

八
月
二
十
三
日
化
、　
（
中
略
）
智
心
下
有
一
阿･

真
教･

号
他
阿
世
称
遊
行
上
人
、
洛
七
条
金
光
寺
、
相
州

藤
沢
無
量
寺
開
山
、
元
応
元
年
正
月
二
十
八
日
化　

真
観･

号
浄
阿
、
居
洛
東
祗
陀
林
寺
朝
廷
賜
金
蓮
寺

号
、
暦
応
四
年
六
月
二
日
化
、
称
四
条
派
時
宗　

作
阿･
名
俊
晴
、
洛
金
光
寺

開
祖
、
世
称
市
屋
派　

心
阿･

伊
予
奥
谷
実
厳
寺

開
祖
世
称
奥
谷
派　

五
人
、
真
教
下
有
他
阿
号
中
他
阿
弥
陀

仏
、
加
賀
井
我
入
道　

阿
下

又
有
他
阿
号
後
阿
弥
陀

仏
、
俣
野
入
道　

後
陀
阿
下
有
内
阿･

相
州
当
麻
無
量
光
寺

開
祖
、
世
称
当
麻
派　

解
阿･

常
州
海
老
島
新
善
光
寺

開
祖
、
世
称
解
意
派　

王
阿･

京
五
条
新
善
光
寺
、

世
称
御
影
堂
開
祖　

沢
阿･

四
人
、
沢
阿

下
有
国
阿･

名
随
心
、
号
真
空
、
文
和
四
年
発

心
遁
世
、
居
洛
東
霊
山
正
法
寺
等　

国
阿
下
有
宣
阿･
居
洛
東

長
楽
寺　

光
英
、
英
下
有
弥
阿 

号
栄
尊
、
洛
六
条
歓
喜

光
寺
開
祖
、
世
称
六
条
派 

（
中
略
）

 

（『
真
宗
史
料
集
成
』

八
、
五
八
一
頁
）

と
あ
る
。

　

両
者
共
に
一
向
系
の
派
名
は
な
く
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
浄
土
法
系
に
も
一
向
は
出
て
こ
な
い
。
所
謂
「
時
宗
十
二
派（

2
（

」
中
、

「
遊
行
派
」
と
の
明
示
は
な
い
も
の
の
、
前
者
に
は
霊
山
国
阿
系
を
除
く
六
派
、
後
者
に
は
派
名
六
と
派
名
の
付
さ
れ
な
い
の
が

二
あ
る
。
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後
者
で
「
沢
阿
」
と
あ
る
の
は
託
何
で
あ
ろ
う
が
、「
相
州
藤
沢
無
量
寺
」
は
当
麻
無
量
光
寺
、「
祗
陀
林
寺
」
は
祇
陀
林
寺
、

両
者
共
に
出
る
「
奥
谷
実
（『
新
編
真
宗
全
書
』
で
も
「
實
」）
厳
寺
」
は
宝
厳
寺
、
で
あ
る
。
真
教
は
法
諱
で
表
記
さ
れ
る
が
、
三

代
智
得
・
四
代
呑
海
は
そ
れ
ぞ
れ
「
中
他
阿
弥
陀
仏
」（
出
身
は
加
賀
堅
田
だ
が
加
賀
井
我
入
道
は
不
明
）・「
後
阿
弥
陀
仏
」（
続
く
記
述

に
「
後
陀
阿
」
と
あ
る
の
で
後
他
［
陀
］
阿
弥
陀
仏
か
）
と
書
か
れ
る
。
国
阿
は
念
入
り
に
発
心
遁
世
の
年
ま
で
明
記
さ
れ
て
い
る
が

文
和
四
年
＝
正
平
十
年
（
一
三
五
五
）
だ
と
四
十
二
歳
で
あ
り
、
伝
記
等
で
は
託
何
入
門
を
貞
和
三
年
＝
正
平
二
年
（
一
三
四
七
）

と
す
る
（
国
阿
に
つ
い
て
は
後
述
）。

　

こ
の
中
で
、
明
ら
か
に
誤
謬
と
思
わ
れ
る
の
が
、
六
条
派
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
按
ず
る
に
時
宗
教
団
に
「
弥
阿
」
は
多
数

存
在
し
、
更
に
歓
喜
光
寺
は
弥
阿
を
世
襲
す
る
。
金
井
清
光
『
一
遍
と
時
衆
教
団
』
に
「
敦
賀
来
迎
寺
蔵
の
縁
起
に
よ
れ
ば
、
国

阿
の
直
弟
其
阿
栄
尊
が
永
徳
二
年
北
国
化
導
の
た
め
来
錫
し
て
開
い
た
。
か
れ
は
新
田
義
貞
の
弟
脇
屋
義
助
の
嫡
男
で
」
と
あ

り
、
栄
尊
が
其
阿
と
な
る
前
に
弥
阿
（
云
わ
ば
因
位
の
阿
号
）
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
と
混
同
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
金
井
『
一
遍
と
時
衆
教
団
』
も
翻
刻
し
引
用
し
て
い
る
が
、
時
宗
十
二
派
の
こ
と
に
つ
い
て
、
は
じ
め
て
記
録
し
た
元
禄

十
年
（
一
六
九
七
）
江
戸
浅
草
日
輪
寺
呑
了
（
の
ち
の
遊
行
四
十
八
代
賦
国
）
の
『
時
宗
要
略
譜
』
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
　

宗
義
立
派
之
事

惣
而
時
宗
有
十
二
派
一
々
下
誌
之

他
阿
上
人
「（
原
文
割
注
）
一
遍
上
人
正
伝
付
法
弟
子
、
遊
行
二
祖
也
。
是
言
遊
行
派
」

一
向
上
人
「（
原
文
割
注
）
一
遍
上
人
弟
子
住
江
州
番
場
蓮
花
寺
建
一
向
派
」

心
阿
上
人
「（
原
文
割
注
）
一
遍
上
人
弟
子
住
予
州
奥
谷
宝
厳
寺
建
奥
谷
流
中
古
帰
遊
行
派
」

内
阿
上
人
「（
原
文
割
注
）
遊
行
二
祖
上
人
之
弟
子
住
相
州
当
麻
無
量
光
寺
建
当
麻
派
」

浄
阿
上
人
「（
原
文
割
注
）
遊
行
二
祖
上
人
之
弟
子
住
京
四
条
之
道
場
金（
マ
マ
（

光
寺
建
四
条
派
」
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弥
阿
上
人
「（
原
文
割
注
）
遊
行
二
祖
上
人
之
弟
子
住
京
六
条
之
道
場
歓
喜
光
寺
建
六
条
派
今
時
帰
遊
行
派
」

解
阿
上
人
「（
原
文
割
注
）
遊
行
二
祖
上
人
之
弟
子
住
常
州
海
老
島
新
善
光
寺
建
解
意
派
」

国
阿
上
人
「（
原
文
割
注
）
遊
行
十
一
代
上
人
之
弟
子
、
京
東
山
正
法
寺
建
霊
山
派
」

雙
林
寺
「（
原
文
割
注
）
国
阿
上
人
初
住
之
所
在
京
東
山
国
阿
派
建
一
本
寺
」

金
光
寺
「（
原
文
割
注
）
在
京
五
条
寺
町
市
屋
道
場
云
始
天
台
宗
也
一
遍
上
人
時
帰
依
時
宗
其
後
立
市
屋
派
」

仏（

向

（

光
寺
「（
原
文
割
注
）
在
羽
州
天
童
一
向
上
人
入
寂
地
建
天
童
派
今
時
帰
江
州
蓮
花
寺
之
末
寺
」

御
影
堂
「（
原
文
割
注
）
一
遍
上
人
守
御
影
沙
弥
在
京
五
条
曰
御
影
堂
派
」

上
件
何
働
我
意
建
立
一
派
称
一
本
寺
遊
行
一
派
之
外
相
残
十
一
末
派
多
与
尼
衆
同
居
故
号
破
戒
時
衆
遊
行
座
下
避
参
会
者
也

（
時
宗
開
宗
七
百
年
記
念
宗
典
編
集
委
員
会
［
編
］『
定
本
時
宗
宗
典
』
下
巻
、
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
七
九
年
、
二
三
三
頁
）

こ
れ
と
類
似
し
た
も
の
が
『
古
事
類
苑
』
宗
敎
部
十
四
「
佛
敎
十
四　

時
宗　

流
派
」
に
あ
る
。

〔
一
遍
流
義
十
二
派
略
記
〕
遊
行
流
義

一
遍
上
人
、
正
傳
附
法
二
祖
眞
教
上
人
、
是
云
遊○

○
○

行
派
、

　

一
向
流
義

一
遍
上
人
弟
子
、
一
向
上
人
、
住
江
州
番
場
蓮
華
寺
、
建
一
向
派
、

　

奥
谷
流
義

一
遍
上
人
弟
子
、
心
阿
彌
、
住
豫
州
奥
谷
寶
嚴
寺
、
建
奥
谷
流
、
中
古
歸
遊
行
流
義

　

當
麻
流
義

二
祖
眞
教
上
人
弟
子
内
阿
、
住
相
州
當
麻
無
量
光
寺
、
建
當
麻
流
、

　

四
條
流
義
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二
祖
眞
教
上
人
弟
子
浄
阿
、
住
京
都
四
條
金
蓮
寺
、
建
四
條
流
、

　

解
意
流
義

二
祖
眞
教
上
人
弟
子
解
阿
、
住
常
州
海
老
島
新
善
光
寺
、
建
解
意
流
、

　

六
條
流
義

二
祖
眞
教
上
人
弟
子
彌
阿
、
住
京
都
六
條
勸
喜
光
寺
、
建
六
條
流
、

　

靈
山
流
義

遊
行
十
一
代
上
人
弟
子
國
阿
、
住
京
都
東
山
正
法
寺
、
建
靈
山
派
、

　

國
阿
流
義

國
阿
上
人
、
初
住
之
處
、
在
京
都
東
山
、
號
雙
林
寺
、
建
國
阿
流
一
本
寺
、

　

市
屋
流
義

在
京
都
五
條
、
云
市
屋
道
場
、
寺
號
云
金
光
寺
、
元
天
台
宗
也
、
歸
一
遍
、
後
建
市
屋
流
、

　

天
童
流
義

羽
州
天
童
佛
向
寺
、
一
向
上
人
示
寂
之
寺
、
建
天
童
流
、
今
時
屬
江
州
蓮
華
寺
末
寺
、

　

御
影
堂
流
義

一
遍
上
人
影
像
守
沙
彌
、
在
京
都
五
條
、
是
云
御
影
堂
流

〔
諸
宗
祖
師
略
傳
〕
時
宗

市
屋
派
作
阿
上
人
一
遍
ノ
弟
子
、
本
山
西

京
市
屋
道
場
金
光
寺
、

御
影
堂
派
王
阿
上
人
一
遍
弟
子
、
本
山
西
京

五
條
御
影
堂
新
善
光
寺
、

（『
古
事
類
苑
』
宗
敎
部
一
、
一
〇
五
九
〜
六
〇
頁
）
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両
者
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
特
に
後
者
の
記
述
で
は
「
流
」
と
「
派
」
を
弁
別
し
、「
遊
行
」「
一
向
」「
靈
山
」
は
「
派
」
で
、

そ
の
他
は
「
流
」
で
あ
る
。
按
ず
る
に
、「
流
」
は
「
派
」
の
下
位
存
在
な
の
で
あ
ろ
う
。「
奥
谷
」「
當
麻
」「
四
條
」「
解
意
」

「
六
條
」「
市
屋
」「
御
影
堂
」
よ
り
上
位
に
「
遊
行
」
は
立
ち
、「
國
阿
」
よ
り
上
に
「
靈
山
」、「
天
童
」
よ
り
高
次
に
「
一
向
」

は
在
る
、
と
い
う
認
識
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
一
向
は
一
遍
の
弟
子
と
さ
れ
、
勸マ
マ

［
歡
］
喜
光
寺
彌
阿
も
眞
教
の
弟
子
で
、
國
阿

（
一
三
一
四
〜
一
四
〇
五
）
は
何
故
か
遊
行
十
一
代
自
空
（
一
三
二
九
〜
一
四
一
二
）
弟
子
と
あ
る
。
通
例
、
國
阿
は
遊
行
七
代
託
何

（
一
二
八
五
〜
一
三
五
四
）
の
弟
子
と
さ
れ
る
。
自
空
の
方
が
國
阿
よ
り
若
年
で
あ
る
が
、
國
阿
の
法
諱
が
真
空
で
あ
る
こ
と
も
何

か
関
連
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

尤
も
、
拙
稿
「
霊
山
時
衆
と
真
宗
教
団
」（『
時
衆
文
化
』
一
二
号
、
二
〇
〇
五
年
、
時
衆
文
化
研
究
会
）
で
述
べ
た
が
、
佐
々
木
篤

祐
『
佛
光
寺
史
の
研
究
』（
本
山
佛
光
寺
、
一
九
七
三
年
）
の
解
説
篇
「
第
二
章　

了
源
上
人
と
そ
の
門
弟
」
が
引
く
、
佛
光
寺
山
内

光
薗
院
蔵
『
了
源
上
人
御
縁
起
』
に
、「
洛
外
霊
山
の
国
阿
が
、
了
源
の
門
弟
で
あ
っ
た
」
と
あ
り
、
そ
の
了
源
の
別
名
は
「
空

性
」
で
あ
る
。『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
の
「
國
阿
」
項
に
、「
又
眞
空
と
號
す
」、
と
あ
り
、『
仏
教
大
事
典
』『
日
本
仏
教
人
名
辞

典
』
も
、
そ
れ
を
踏
襲
し
て
か
「
真
空
」
を
別
号
と
し
て
い
る
（
但
し
、
何
れ
も
典
拠
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
）。
こ
の
「
眞
空・

」
は

了
源
の
別
名
「
空・

性
」
か
ら
の
片
諱
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
了
源
の
『
交
名
帳
』
に
は
約
四
十
名
の
門
弟
名
が

列
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
「
空
」
が
付
く
門
弟
は
、
ま
ず
直
弟
子
に
、
空・

専
・
空・

覚
・
妙
空・

・
空・

観
・
願
空・

・
能
空・

の
六

名
、
孫
弟
子
に
、
空・

念
（
空・

覚
弟
子
）・
了
空・

（
妙
空・

弟
子
）
の
二
名
、
合
計
八
名
い
る
（
宮
崎
圓
遵
「
佛
光
寺
教
團
の
發
展
に
關
す
る

一
考
察
」
初
出
一
九
三
三
年
、
の
ち
同
著
作
集
4
『
真
宗
史
の
研
究
』
上
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
六
年
）。
約
五
分
の
一
で
あ
る
。
し
か

も
法
名
中
「
空
」
の
付
く
位
置
も
上
・
下
半
々
で
あ
る
。「
眞
空
」
が
、
了
源
弟
子
時
代
の
初
代
國
阿
の
法
名
で
あ
っ
た
蓋
然
性

は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
勿
論
、「
空
」
号
は
法
然
門
下
の
、
特
に
西
山
義
に
多
く
見
ら
れ
る
法
名
な
の
で
、
そ
の
可
能
性
も
否

定
で
き
な
い
が
。
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お
わ
り
に

　

さ
て
一
体
、『
大
谷
本
願
寺
通
紀
』
の
著
者
玄
智
は
、『
扶
桑
二
十
一
本
寺
略
伝
』（「
扶
桑
伽
藍
紀
要
」）
を
除
け
ば
、
ど
こ
か
ら

時
宗
の
情
報
を
入
手
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
法
然
門
流
の
著
作
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
当
然
、
先
の
『
時
宗
要
略
譜
』
や
〔
一

遍
流
義
十
二
派
略
記
〕〔
諸
宗
祖
師
略
傳
〕
等
も
参
照
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
独
自
の
情
報
も
あ
る
の
で
、
住
持
し
て
い
た
西

六
条
慶
証
寺
近
隣
の
時
宗
寺
院
と
の
交
流
も
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
皮
肉
な
こ
と
に
、
六
条
道
場
は
四
条
に
移
っ
て
お

り
、
し
か
も
六
条
派
の
記
述
に
は
誤
り
が
あ
る
。

　

何
れ
に
せ
よ
、
時
宗
以
外
の
余
宗
に
つ
い
て
も
、
記
述
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
、
本
稿
は
、『
大
谷
本
願
寺
通
紀
』
が
広
く
近
世
仏
教
界
を
俯
瞰
す
る
書
物
で
あ
る
事
を
、
時
宗
の
側
面
か
ら
論
証
し
た

も
の
で
あ
る
。

注
（
（
）	

た
だ
近
年
で
は
大
塚
紀
弘
『
中
世
禅
律
仏
教
論
』（
山
川
出
版
社
〔
山
川
歴
史
モ
ノ
グ
ラ
フ
⑱
〕、
二
〇
〇
九
年
）
所
収
「
中
世
仏
教
に
お
け
る
「
宗
」

と
三
学
」
の
１
「
中
世
仏
教
に
お
け
る
「
宗
」
」
の
「
付
表　

前
近
代
の
文
献
に
見
え
る
「
宗
」
」
中
に
、
元
文
4
年
（
1
7
3
9
）
の
『
大
谷
本

願
寺
通
紀
』
（4
「
元
文
四
年
寺
社
府
分
宗
簿
」
に
は
（
番
号
が
ず
れ
て
い
る
が
）
十
七
宗
中
に
「
時
宗
」
と
あ
る
事
を
挙
げ
て
い
る
。

（
2
） 「
時
宗
十
二
派
」
に
つ
い
て
記
す
代
表
的
な
著
作
に
、

 

大
橋
俊
雄
『
時
宗
の
成
立
と
展
開
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
三
年

 

金
井
清
光
『
一
遍
と
時
衆
教
団
』
角
川
書
店
、
一
九
七
五
年
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小
野
澤
眞
『
中
世
時
衆
史
の
研
究
』
八
木
書
店
、
二
〇
一
二
年

 

な
ど
が
あ
る
。

 

（
国
府
台
女
子
学
院
高
等
部
教
諭
）
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